






An Examination of Core Curricula for Library Science Education Programs from the 1970s to 
the Early 2000s Focusing on Specialized Librarian Training for Different Types of Libraries
Michie IKEDA
　　Since the end of World War II discussions have been held and suggestions have been made with 
regard to core curricula for library science education programs. These discussions took place both before 
and after plans for library science education standards and programs had been announced. However, the 
details of the discussions have never been made public in detail. The objective of this article is to detail 
the discussions of the core curricula for library science education programs from the 1970s to the early 
2000s from the perspective of specialized librarian training for different types of libraries. The results 
indicate that, though such discussions were not frequent, it is significant that they took place for such a 
long period of time. The results also identify problems with the discussions, in that many of the 
opinions given in those discussions did not refer to the preceding literature, and that the discussions 
lacked the examination of candidate core programs that had been suggested as necessary.
Key words:  core curricula for library science education（図書館学教育のコア・カリキュラム）, plan for library 

















































































大学の 4 年，あるいは 3 ～ 4 年で履修できると明記
されている。履修に必要な科目は，必修科目 6 科目，









































1967 年 1 月に，藤川がセミナーで検討されたセミ
ナー案を発表したが，既存の「図書館学教育基準」
を前提としたアプローチに留まった12）。
1.2　第 2期（1966 年～1982 年）
　1968 年に講習科目の 1 回目の改定が行われた（以
下，講習科目 1968 という）。単位数は 4 単位増加し，































1.3　第 3期（1983 年～2010 年）
　1997 年に講習科目の 2 回目の改定が行われた（以
下，講習科目 1997 という）。単位数は講習科目 1968

























年間に 13 件あり，約 4.3 年に 1 件の割合で改定・















発表年 館種別 名称 作成機関・団体・個人名
1950 ○ 図書館員養成課程基準 大学基準協会
1950 － 講習科目 1950 文部省
1954 ○ 図書館学教育基準 大学基準協会
1958 ○ 藤川私案 藤川正信
1963 ○ 浜田私案 浜田敏郎
1965 ○ 図書館学教育改善試案 日本図書館協会図書館学教育改善委員会
1967 ○ セミナー案 図書館学教育セミナー









1996 － 講習科目 1996 文部省
2006 ○ 図書館情報学教育改革案 日本図書館情報学会
2009 － 大学における図書館に関する科目 文部科学省
表 2　科目案・私案一覧（作成者別）
作成機関・団体 発表年 名称 単位数 科目名 科目内容の有無
文部省
文部科学省
1950 講習科目 1950 15 全科目表示 なし
1968 講習科目 1968 19 全科目表示 なし






1950 図書館員養成課程基準 20 例示 なし
1954 図書館学教育基準 38 例示 部門別例示






1965 図書館学教育改善試案 20～38 全科目表示 簡単な説明文
1972 図書館学教育改善試案 20～38 例示 なし
図書館学教育セミナー 1967 セミナー案 － アプローチ なし
日本図書館情報学会 2006 図書館情報学教育改革案 － 全科目表示 簡単な説明文
個人
1958 藤川私案 － 例示 なし











　浜田敏郎（慶應義塾大学）は，1963 年 7 月に当時
の科目案の問題点を指摘した上で，基本的科目を提





　長沢雅男（慶應義塾大学）は，1972 年 10 月に慶應
義塾大学での図書館学教育の歴史とカリキュラムの
変遷を示した上で，科目構成の一覧を示してい






















　前川恒雄（甲南大学）は，1995 年 9 月に図書館学
の理論について述べている29）。LIPER は，2006 年






























































































































































































































































































　2004 年 12 月に行われた意識調査をもとに，2006










③  LIPER 案は，基本的に大学院で実施することを
前提にしているが，同時に学部での司書養成へ
の適用も可能とする。






























部門 科目名 部門 科目名
基礎部門 図書館学概論 基礎部門 図書館学概論（2 単位）
資料部門 ― 資料部門 ―
整理部門 図書目録法・図書分類法 整理部門 資料組織論（4 単位）
管理部門 図書館組織・経営 管理部門 図書館経営（2 単位）




































































































































































































で前提となる考え方は 5 件（神本： 1974.3，菅原：









































































































学）№ 928, 2018.2, p.8-22．
 4）　 「図書館員養成課程基準」『大學基準協會會報』（財
団法人大學基準協會）№ 5, 1950.5, p.23-24．




人大學基準協會）№ 21, 1954.7, p.84-85．
 7）　 藤川正信「図書館員養成の諸問題」『図書館学会年
報』Vol.5, № 2, 1958.10, p.121-138．
 8）　 日本図書館協会『図書館学教育改善委員会報告 
1965』社団法人日本図書館協会， 1965, p.23.
─ 35 ─
 9）　 前掲 1）
10）　 浜田敏郎「図書館学におけるコア・カリキュラムの
問題」『図書館学会年報』№ 9・10, 1963.7, p.46-49．
11）　 日本図書館協会図書館学教育改善委員会「図書館学





「図書館学教育改善試案」 『図書館雑誌』Vol.66, No.6, 
1972.6, p.30-34.
15）　 「図書館・情報学教育基準」『会報』（財団法人大学





19）　 上田修一 , 根本彰「『情報専門職の養成に向けた図
書館情報学教育体制の再構築に関する総合的研究』




─」『学 苑』（昭 和 女 子 大 学）№ 916, 2017.2, p.24-
42.
　　 表 1（p.30）を加筆・修正したものである。
21）　 前掲 20） 表 2（p.31）を加筆・修正したものである。
22）　前掲 10）











て」『山 形 県 立 米 沢 女 子 短 期 大 学 紀 要』№ 20, 
1985.12, p.1-11．
28）　 依田和子「司書教育の今後─利用者からの考察─」






Vol.58, No.5, 2007.5, p.296-298.
31）　前掲 6）
32）　前掲 5）p.15 を加筆・修正
33）　 前掲 3）　p.14-15. 3.3「図書館学教育基準」の検討・
必要事項を再度整理し直したものである。
34）　前掲 1）
35）　前掲 3）
 （いけだ　みちえ　　現代教養学科）
